
同
志
社
大
学
国
文
学
会
ｏ
報

昭
和
五
九
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

く
講
演
会
Ｖ
　
七
月
一
目
　
寧
静
館
会
議
室

　
「
目
本
に
お
げ
る
神
話
意
識
の
展
開
」

　
　
　
　
　
　
黄
　
狽
　
江
（
檀
国
大
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
学
会
後
援

く
総
会
・
研
究
発
表
会
Ｖ
　
一
一
月
二
一
二
目
　
寧
静
館
会
議
室

　
「
重
衡
造
型
と
平
家
物
語
の
立
場
」

　
　
　
　
　
　
佐
伯
　
真
一
（
帝
塚
山
学
院
大
学
）

　
「
初
期
近
松
に
お
け
る
遊
女
の
発
見
」

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
一
夫
（
本
学
大
学
院
）

〈
講
演
会
Ｖ
　
二
一
月
一
五
目
　
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

　
「
常
陸
坊
海
尊
の
話
　
　
蹟
罪
の
口
承
文
嚢
」

　
　
　
　
　
　
野
村
　
純
一
（
国
学
院
大
学
）

　
「
国
文
学
と
民
俗
学
」

　
　
　
　
　
　
臼
田
甚
五
郎
（
国
学
院
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
語
・
目
本
文
化
共
同
研
究
室
共
催

　
　
　
　
　
　
　
　
説
話
・
伝
承
学
会
協
賛

昭
和
五
九
年
度
卒
業
生
卒
業
論
文
題
目

　
　
柿
本
人
麻
呂
の
枕
詞

　
　
　
　
　
そ
の
独
自
性
に
，
み
ら
れ
る
制
作
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
　
代

　
　
磐
姫
皇
后
歌
群

　
　
　
　
　
連
作
的
構
成
と
そ
の
方
法
　
　
　
　
　
　
土
　
井

　
　
東
歌
を
考
え
る

　
　
　
　
　
そ
の
民
謡
性
と
非
民
謡
性
　
　
　
後
藤

　
　
山
部
赤
人
の
吉
野
讃
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
田

　
　
高
橋
虫
麻
呂
論
　
伝
説
歌
の
方
法
　
　
　
　
　
　
西
　
田

　
　
万
葉
集
巻
二
磐
姫
皇
后
歌
の
彩
成

　
　
　
　
　
「
イ
ワ
ノ
ヒ
メ
」
を
手
掛
か
り
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
一
　
　
刀

　
　
防
人
歌
の
構
造

　
　
　
　
　
二
態
様
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
月

　
　
「
箭
明
天
皇
国
見
歌
」
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
　
　
東
　
島

　
　
密
通
事
件
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
村

　
　
源
氏
物
語
に
お
げ
る
「
紫
の
ゆ
か
り
」
　
　
ノ
村

　
　
光
源
氏
物
語
に
お
げ
る
子
供
の
役
割
　
　
　
　
　
那
　
須

　
　
源
氏
物
語
に
お
け
る
式
都
卿
宮
の
姫
君
の
本
質
に
－
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七

育晴秀保

恵子和江勝

恵
　
子

裕
　
子

由
　
美

隆
　
行

節
　
子

佳
津
子



「
野
分
」
に
お
げ
る
夕
霧
の
ま
た
ざ
し

　
　
　
そ
の
反
乱
性
を
中
心
に

『
法
華
経
』
の
哲
理
か
ら
み
た
『
源
氏
物
語
』

貫
之
に
お
げ
る
和
歌
と
そ
の
表
現

平
中
物
語
の
意
味

　
　
　
伊
勢
物
語
と
の
比
較
に
よ
る

桐
壷
更
衣
論

　
　
　
そ
の
歌
を
中
心
に

『
源
氏
物
語
』
須
磨
・
明
石
巻
の
形
成

　
　
　
住
吉
の
神
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て

西
　
村
　
智
　
子

丹大佐

羽野賀

坂
　
本

武

『
蜻
蛉
日
記
』
の
風
景

　
　
　
道
綱
母
の
心
清
を
追
っ
て

文
献
に
見
え
る
記
録
と
『
源
氏
物
語
』
の
表
現

　
　
　
そ
の
考
察
か
ら
物
語
論
に
至
る
ま
で

吉林

棄
老
伝
承
の
中
心
部
と
再
話

　
　
　
今
関
信
子
「
う
ぱ
す
て
」
論

『
源
氏
物
語
』
．
の
話
者
に
関
す
る
考
察

山林加

雄
久
美
子

ゆ
　
か

計
　
子

知

子

暢
　
子

田
　
の
り
子

玲
　
子

寺
　
小
夜
子

古

正
　
輝

有
紀
子

五
八

『
伊
勢
物
語
』
六
・
十
二
段
と

　
浮
舟
に
つ
い
て
の
伝
承
史
的
考
察
　
　
　
　
　
神
　
原

中
世
「
本
地
物
」
伝
承
論
　
　
　
　
春
目

生
産
叙
事
歌
の
論
理

　
　
　
言
語
の
呪
力
は
い
か
に
可
能
か
　
　
　
　
福
　
田

陰
陽
師
に
関
す
る
説
話
と
そ
の
背
景
　
　
　
　
　
帰
　
山

『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
げ
る
頼
朝
叙
述
の
姿
勢

　
　
　
巻
末
”
頼
朝
果
報
。
の
読
み
に
関
す
る
一
試
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐

平
家
物
語
の
女
性
説
話
の
増
補
に
つ
い
て
　
　
　
桂
　
田

『
陸
奥
話
記
』
に
お
げ
る
安
倍
氏

　
　
　
そ
の
実
像
と
虚
像
　
　
　
　
真
鍋

定
家
歌
論
の
一
考
察

　
　
　
「
有
心
体
」
を
中
心
に
し
て
　
　
　
田
村

公
的
宗
盛
と
私
的
宗
盛
の
錯
綜

　
　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
げ
る

　
　
　
　
　
平
宗
盛
の
人
物
像
の
検
討
　
　
　
　
宇
　
野

『
太
平
記
』
に
お
げ
る
朝
敵
・
尊
氏
像
の
消
滅
　
山
　
本

延
慶
本
重
衡
像
の
考
察

　
　
　
覚
一
本
と
比
較
し
た
場
合
　
　
　
　
山
本

安清慶真

子彦肇亨一理

佐
知
子

陽一

稔美之

恭
　
子



藤
原
定
家
の
幻
想
性

　
　
　
文
治
・
建
久
期
を
中
心
に
し
て

都
を
通
っ
た
平
氏

　
　
　
平
家
物
語
と
都

近
松
と
夕
霧

　
　
　
『
夕
霧
呵
波
鳴
渡
』
を
め
ぐ
っ
て

「
浅
茅
が
宿
」
の
主
題

近
松
世
話
浄
瑠
璃
の
方
法

　
　
　
時
間
設
定
と
呼
称
を
め
ぐ
っ
て

「
世
問
胸
算
用
」
に
み
る
井
原
西
鶴
の
人
間
観

『
好
色
五
人
女
』
の
構
成

芭
蕉
の
生
涯
に
お
け
る
作
風
の
変
化

　
　
　
推
哉
回
数
の
多
い
発
句
か
ら

『
目
本
永
代
蔵
』
論
考

近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
の
中
で
の
心
中
物
の
特
異
性

『
好
色
五
人
女
』
「
愁
草
か
ら
げ
し
八
百
屋
物
語
」

　
　
　
お
七
を
中
心
と
し
て

『
好
色
五
人
女
』
「
中
段
に
見
る
暦
屋
物
語
」

　
に
お
げ
る
お
さ
ん
の
人
問
像

山
　
岡

吉
　
岡

土
　
橋

羽
田
野

服
　
部

堀
　
井

飯
　
野

神
　
尾

加
藤

ノ
　
畑

菊
　
ノ

岸
　
本

直幹幸真啓泰真明晴貴淑浩

子恵代理子男子宏康子子子

『
曽
根
崎
心
中
』
観
音
廻
り
考

　
　
　
そ
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
北
　
川

曽
根
崎
心
中
の
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
井
土

近
松
門
左
衛
門
「
堀
川
波
鼓
」

　
　
　
「
堀
川
波
鼓
」
の
女
に
つ
い
て
李

「
目
本
永
代
蔵
」
の
構
造
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
中
　
西

芭
蕉
の
発
句
と
漢
詩
文
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
並
　
川

説
経
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
の
諸
本
の
性
格
　
　
　
野
　
村

説
経
節
『
し
ん
と
く
丸
』
考

　
　
　
そ
の
構
造
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
村

『
心
中
天
の
網
島
』
に
お
い
て
の
治
丘
ハ
衛

　
　
　
改
作
と
の
比
較
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
　
井

『
西
鶴
置
土
産
』
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
　
本

『
世
間
妾
形
気
』
の
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋

『
好
色
一
代
男
』
に
お
け
る
俳
諸
師
西
鶴
の
散
文
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
本

『
冥
途
の
飛
脚
』
に
つ
い
て

　
　
　
登
場
人
物
と
『
冥
途
の
飛
脚
』
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
川

『
西
鶴
諸
国
ぼ
な
し
』
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九

裕
　
二

匡
　
彦

正
　
子

恵
美
子

公
　
則

淳
　
子

香
　
織

智
佳
子

洋
　
子

真
　
理

佳
　
子

幸
　
久



　
　
　
「
忍
び
扇
の
長
歌
」
研
究

「
用
明
天
皇
職
人
鑑
」
二
段
目

　
　
　
身
替
り
を
中
心
に

近
松
世
話
物
に
お
け
る
女
性
た
ち
に
つ
い
て

『
奥
の
細
道
』
点
描

『
新
生
』
小
考

島
崎
藤
村
「
新
生
」
論

有
島
武
郎
『
石
に
ひ
し
が
れ
た
雑
草
』
論

『
生
ま
れ
出
づ
る
悩
み
』
に
見
る
有
島
武
郎
の
姿

国
木
田
独
歩
の
小
民
観

　
　
　
『
窮
死
』
を
中
心
と
し
て

田
山
花
袋
「
蒲
団
」
に
つ
い
て

　
　
　
作
品
成
立
の
経
緯
と
そ
の
意
義

徳
田
秋
声
『
仮
装
人
物
』
論

　
　
　
作
品
と
作
家
主
体
に
つ
い
て

『
其
面
影
』
に
み
る
「
家
」
観
念
の
推
移

　
　
　
哲
也
の
苦
悩
を
中
心
と
し
て

堀
辰
雄
に
関
す
る
「
追
分
」
論

『
黒
い
雨
』
論

八
　
木

水大中浅江藤福早稲

長塚村田村原坂

健
次

敏
　
明

　
　
力

達
哉

か
を
り

公
　
秀

由
紀
子

悦

子

達
　
二

葉
　
昌

磯
　
部

久

好
　
夫

磯
　
田
　
典
　
子

撰
　
山
　
朋
　
子

三
　
田
　
小
百
合

『
道
草
』
論

　
　
　
作
者
と
主
人
公
の
距
離
に
つ
い
て

飢
え
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
浪
費
へ

　
　
　
開
高
健
の
描
写

「
雁
」
論

「
或
る
女
」
論

六
〇

宮宮蜷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

夏
目
漱
石
『
明
暗
』
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

「
暗
夜
行
路
」
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

「
一
握
の
砂
」
周
辺
の
啄
木
短
歌
　
　
　
　
　
　
田

太
宰
治
「
道
化
の
華
」
作
品
論

　
　
　
「
大
人
」
に
な
り
き
れ
た
か
っ
た
大
庭
葉
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横

新
田
次
郎
『
ア
ラ
ス
カ
物
語
』
論
　
　
　
　
　
　
鈴

葛
西
善
蔵
に
み
ら
れ
る
「
家
庭
」
の
意
味

　
　
　
妻
に
寄
せ
る
情
を
中
心
と
し
て
徳

『
彼
岸
過
迄
』
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江

安
部
公
房
『
砂
の
女
』
論
古

『
羅
生
門
』
と
『
楡
盗
』

　
　
　
「
勇
気
」
の
問
題
を
中
心
に
橋

井
　
尚

前Ｈノ本西田中谷木弘藤Ｈノ本

博伸

子行子

ル
リ
子

史
敏

昌
　
昭

壮
　
太

享育

子子

佐
和
子

経
　
史

貴
　
俊

智
　
宏



二
葉
享
四
迷
『
其
面
影
』
論

　
　
　
『
く
れ
の
廿
八
目
』
が
与
え
た
影
響
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
居

「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」
考
　
　
　
　
　
金
子

啄
木
と
自
然
主
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹
江

『
破
戒
』
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
田

宮
本
輝
『
泥
の
河
』
の
風
景
　
　
　
　
　
　
　
脇
坂

夏
目
漱
石
の
「
門
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
横
　
田

目
本
の
漢
語
に
お
げ
る
漢
字
表
記
の
交
替
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
木

幼
埋
言
語
の
特
徴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井

上
代
語
に
お
げ
る
居
体
言
　
　
　
　
玉
村

静
勢
物
語
の
成
立
段
階
に
お
げ
る
昔
男
像
の
移
式
と
変
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
　
木

中
世
芸
能
民
の
担
っ
た
も
の

　
　
　
説
経
『
し
ん
と
く
九
』
を
中
心
に
　
　
中
村

萬
葉
集
に
お
げ
る
辞
世
歌

　
　
　
仮
託
の
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
本

「
西
住
考
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村

昌聡康進泰粛浩禎

也盾子文三男子美郎

せ
つ
子

　
　
登

真
　
弓

孝
　
一

昭
和
五
九
年
度
修
了
生
修
士
論
文
題
目

　
　
神
託
伝
承
考

　
　
　
　
　
『
三
国
遺
事
』
を
中
心
に
　
　
　
　
　
　
岡
　
山

　
　
常
陸
国
風
土
記
「
祖
神
来
訪
伝
承
」
考
　
　
　
　
辻
　
村

　
　
『
伊
勢
物
語
』
考

　
　
　
－
「
歌
語
り
」
の
方
法
－
　
　
　
　
　
　
井
　
上

　
　
『
源
氏
物
語
』
論

　
　
　
　
　
准
拠
論
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅
　
地

　
　
『
菅
家
後
集
』
成
立
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
口

　
　
『
平
家
物
語
』
の
構
造

　
　
　
　
　
後
白
河
院
と
清
盛
、
安
徳
帝
、
お
よ
び
平
氏
一
門

　
　
　
　
　
の
位
相
に
お
げ
る
対
立
史
と
系
列
化
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
村

　
　
近
松
初
期
作
品
に
至
る
女
性
形
象
の
発
展

　
　
　
　
　
舞
曲
か
ら
『
出
世
景
清
』
ま
で
　
　
　
　
鈴
　
木

　
　
浄
瑠
璃
史
上
に
お
げ
る
貞
享
期
の
問
題

　
　
　
　
　
加
賀
豫
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎

　
　
漱
石
文
学
に
お
げ
る
後
期
「
三
都
作
」
の
研
究
　
阿
　
曽

　
　
横
光
利
一
論

　
　
　
　
　
「
上
海
」
ま
で
の
軌
跡
　
　
　
　
　
　
　
小
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一

善
一
郎

陸
　
治

　
　
史

伸
　
子

孝
　
介

一睦直

茂夫也好美



梶
井
基
次
郎
論

　
　
　
湯
ケ
島
時
代
の
文
学
を
中
心
に
　
　
　
田

目
本
語
・
中
国
語
に
お
げ
る
音
象
徴
語
の
比
較
対
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陳

阪
　
美

智

雪
　
瑛

昭
和
末
十
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

く
総
会
・
研
究
発
表
会
Ｖ
　
一
二
月
八
目
　
寧
静
館
会
議
室

　
「
一
字
漢
語
に
つ
い
て
の
語
彙
論
的
考
察
」

　
　
　
　
　
　
大
島
　
中
正
（
本
学
大
学
院
）

　
「
横
光
利
一
　
　
『
街
へ
出
る
ト
ソ
ネ
ル
』
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
小
川
　
直
美
（
金
蘭
会
中
高
）

〈
講
演
会
Ｖ
　
二
一
月
一
四
目
　
至
誠
館
４
番
教
室

　
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
来
た
説
話
」

　
　
　
　
　
　
池
上
　
淘
一
（
神
戸
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
学
会
後
援

昭
和
六
十
年
度
卒
業
生
卒
業
論
文
題
目

　
　
柿
本
人
麻
呂
固
輸
旅
歌
八
首
に
つ
い
て

　
　
旅
の
歌
人
と
し
て
の
人
麻
呂

　
　
　
　
　
石
見
相
聞
歌
の
構
想
を
め
ぐ
っ
て

藤
　
原

」美
千
代

権
　
軒
清
　
美

万
葉
集
の
「
間
答
歌
」
に
つ
い
て

　
　
　
部
立
の
意
義
を
考
え
る

人
麻
呂
積
宮
挽
歌
の
考
察

大
伴
坂
上
郎
女
に
お
げ
る
拝
情
の
方
法

和
歌
史
に
お
げ
る
『
万
葉
集
』
巻
十
出
典
不
明

　
歌
位
置
づ
げ
の
試
み

人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
の
位
相

　
　
　
民
謡
性
の
再
検
討

古
代
中
国
の
七
夕
伝
承
と
和
歌
の
融
合

　
柿
本
人
麻
呂
歌
集
七
夕
歌
を
中
心
に

「
泣
血
哀
働
歌
二
首
」

　
　
　
二
歌
群
の
連
関
性

防
人
歌
論

　
　
　
場
の
問
題
を
中
心
と
し
て

防
人
歌
の
論

　
　
　
官
公
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て

山
上
憶
良
の
七
夕
歌

　
そ
の
地
上
的
性
格
に
つ
い
て

人
麻
呂
泣
血
哀
働
歌
の
彩
成

六
二

乾三森

輸田

中
　
原

岡

村

鈴
　
木

高
　
橋

上山横岡

－－ノ本倉野

美
和
子

直
　
美

泰
　
子

達
　
公

美
　
江

永

子

瑞
　
枝

浩
　
二

浩
　
之

浩

子寛



『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
「
う
た
の
さ
ま
六
つ
」
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
熊

増
賀
聖
人
伝
承
　
そ
の
様
式
と
構
造

　
　
　
聖
の
物
語
類
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
月

「
平
中
伝
承
」
論

　
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
に
見
ら
れ
る
平
中
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島

く
闘
争
Ｖ
の
伝
承
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
古
事
記
を
中
心
に
し
て
　
　
　
竹
村

「
国
見
歌
」
考

　
　
　
そ
の
枠
構
造
と
様
式
性
－
１
　
　
　
　
　
神
　
尾

古
代
天
皇
と
コ
ト
ム
ケ

　
　
　
古
事
記
に
お
げ
る
闘
争
の
伝
承
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釘
　
田

御
伽
草
子
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内

江
利
子

昇

牧
　
子

誠

登
喜
子

浮
舟
の
入
水
の
構
造

　
　
　
主
に
。
「
中
空
に
。
消
ゆ
」
語
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
塚

源
氏
物
語
に
お
げ
る
「
泣
く
」
こ
と
の
意
味

修俊

吉之

和
　
久

　
　
　
宇
治
大
君
の
例
　
　
　
　
　
浅
野

『
源
氏
物
語
』
に
お
げ
る
ミ
ヤ
コ
の
意
義
　
　
　
広
　
瀬

源
氏
物
語
宇
治
十
帖
に
お
げ
る
女
一
宮
の
意
味
今
村

源
氏
物
語
に
お
げ
る
魔
月
夜
の
呼
称
　
　
　
　
　
井
　
澤

『
源
氏
物
語
』
の
語
り
の
方
法

　
　
　
桐
壷
更
衣
の
物
語
と
光
君
　
　
　
亀
田

薫
造
型
に
お
げ
る
特
性

　
　
　
匂
宮
巻
か
ら
総
角
巻
を
中
心
に
　
　
　
　
木
　
村

源
氏
物
語
に
お
げ
る
「
月
」
の
空
問
構
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤

源
氏
物
語
に
お
げ
る
楽
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
　
山
　
岨

浮
舟
の
救
い
の
可
能
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
小
　
野

宇
治
十
帖
に
お
げ
る
橋
姫
の
方
法
と
そ
の
主
題
的
意
味

　
　
　
柴
舟
の
場
面
の
分
析
を
通
し
て
　
　
　
　
大
　
内

源
氏
物
語
宇
治
大
君
に
お
け
る
「
結
婚
拒
否
」

　
　
　
「
身
」
と
「
心
」
の
葛
藤
　
　
　
　
　
　
佐
六
木

源
氏
物
語
の
季
節
と
死

　
　
　
そ
の
例
外
性
を
め
く
っ
て
　
　
　
　
　
宍
　
戸

俗
聖
と
し
て
の
宇
治
八
の
宮

　
　
　
人
物
と
空
間
の
位
相
　
　
　
　
　
　
　
住
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
二

英
　
之

範
　
子

有
　
弘

由
美
子

真
由
美

成
　
見

敦
　
子

早
知
子

恭
　
裕

理

加令

満
智
留

雅
　
子



浮
舟
の
「
手
習
」
の
歌
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
田

『
源
氏
物
語
』
に
お
げ
る
夢
の
意
義
　
　
　
　
　
塚
　
田

大
君
の
結
婚
拒
否
に
つ
い
て

　
　
　
犬
君
の
心
情
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
植
　
田

源
氏
物
語
に
お
げ
る
「
ゆ
か
り
」
と
「
彩
代
」
　
海
　
野

源
氏
物
語
に
お
げ
る
琴
の
呪
力
に
つ
い
て

　
　
　
宇
津
保
物
語
と
の
相
異
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
　
本

『
源
氏
物
語
』
に
お
げ
る
愛
執
の
物
怪
　
　
福
島

『
義
経
記
』
の
構
想

　
　
　
主
従
関
係
に
み
ら
れ
る
論
理
　
　
　
　
　
川

真
名
本
曽
我
物
語
の
故
事

　
　
　
三
国
列
挙
の
方
法
を
視
点
と
し
て
小

平
清
盛
の
厳
島
信
仰
に
つ
い
て

　
　
　
『
平
家
物
語
』
に
お
げ
る
厳
島
関
連
説
話

淳潤真直具

上
　
寛

池
　
直

薫子子弓美子之樹

『
梁
慶
秘
抄
』
の
物
尽
く
し
の
歌

平
家
物
語
都
落
課
の
構
造

前繭

田山

朝

進子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
　
延
慶
本
と
覚
一
本
を
中
心
に
　
　
　
　
式

『
平
家
物
語
』
語
り
本
系
と
読
み
本
系
の
距
離

　
　
平
氏
栄
花
と
悪
行
の
論
理
を
め
ぐ
っ
て

高
町
　
都
茂
子

梶
原
像
の
形
成
と
展
開

　
　
　
判
官
晶
買
と
の
関
係
よ
り

『
心
中
万
年
草
』
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原

西
鶴
武
家
物
作
品
に
お
げ
る
武
家
女
性
像
　
　
　
堀

『
曽
根
崎
心
中
』
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
二
つ
の
道
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加

『
心
中
天
ノ
網
島
』
の
方
法

　
　
　
「
女
の
ド
ラ
マ
」
の
到
達
　
　
　
　
　
　
前

『
冥
途
の
飛
脚
』

　
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
分
析
　
　
　
　
　
中

『
女
殺
油
地
獄
』
論
　
　
　
　
　
　
　
岡

『
心
中
天
の
網
島
』
に
つ
い
て

　
　
　
女
同
志
の
義
理
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
奥

『
世
問
胸
算
用
』
に
お
げ
る
西
鶴
の
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼

橋
　
直

崎
　
裕

士

純真

藤
　
鉄

子子子美平

田
　
二
一
美

村松

俊和

田
　
朱

裕幸加

木
　
優
　
子



『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
・
毒
婦
考

　
　
船
虫
を
め
ぐ
っ
て

『
女
殺
油
地
獄
』

　
　
与
丘
ハ
衛
と
彼
を
敢
り
巻
く
人
々
１

『
心
中
天
の
網
島
』
に
つ
い
て

　
　
近
松
の
描
い
た
「
義
理
」
を
中
心
に

『
女
殺
油
地
獄
』
に
つ
い
て

　
　
　
研
究
史
を
中
心
に

『
国
性
爺
合
戦
』
の
成
功
に
つ
い
て

　
　
　
「
目
本
」
に
関
す
る
語
に
お
げ
る

　
　
　
　
　
三
部
作
の
比
較
を
中
心
に

『
大
経
師
昔
暦
』
論

　
　
　
そ
の
内
在
性
と
帰
着
点

『
国
性
爺
合
戦
』
の
方
法

　
　
　
目
本
を
め
ぐ
っ
て

『
女
殺
油
地
獄
』
論

　
　
　
登
場
人
物
を
め
ぐ
っ
て

近
松
の
心
中
も
の
と
階
級
制
度

『
曽
根
崎
心
中
』
研
究

大
　
野

境
白
　
井

竹

村

龍
　
田

時
　
本

冨
　
井

割山山

方田本

咲
　
子

彦

浩
　
明

麻
　
美

恵
　
美

代
方
香

弘
　
之

尚由匡

子紀安

『
好
色
五
人
女
』
研
究

　
　
　
「
お
せ
ん
と
お
さ
ん
」

を
め
ぐ
っ
て

『
世
問
胸
算
用
』
に
つ
い
て

　
　
固
有
名
詞
と
無
名
性
を
め
ぐ
っ
て

『
出
世
景
清
』
の
研
究

『
雨
月
物
語
』
に
お
げ
る
男
性
像
に
つ
い
て

大
岡
昇
平
『
野
火
』
論

織
田
作
之
助
『
可
能
性
の
文
学
』
に
つ
い
て

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』
を
め
ぐ
っ
て

川
端
康
成
著
『
雪
国
』
論

　
　
　
島
村
の
役
割
分
析
を
中
心
に
し
て

石
川
啄
木
「
ロ
ー
マ
字
日
記
」
論

谷
崎
潤
一
郎
『
卍
（
ま
ん
じ
）
』
論

梶
井
基
次
郎
論

　
　
　
「
の
ん
き
な
患
者
」
を
中
心
に

福
永
武
彦
『
死
の
島
』
論

夏
目
漱
石
『
心
』

　
　
　
先
生
の
愛
の
か
た
ち

足
　
立

信
　
之

加
　
納
　
恵
　
三

坂
　
本
　
真
　
一

高
　
山
　
和
　
子

安
藤

朝
目
奈

伴
、

Ｊ原東飯池

田田出田田

英孝敏

昭彦雄

有
　
香

真
由
美

昌
　
子

浩真

幸紀

香
　
川
　
ち
ぐ
さ

六
五



「
水
晶
幻
想
」
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

徳
田
秋
聲
『
仮
装
人
物
』
論
　
　
　
　
　
　
　
　
小

成
島
柳
北
『
柳
橋
新
誌
』
論
　
　
　
　
　
　
　
　
小

志
賀
直
哉
の
文
学
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
古

天
外
と
秋
田
人
そ
の
手
紙
か
ら

　
　
　
友
人
・
郷
里
を
糧
と
し
て
今

芥
川
龍
之
介
『
藪
の
中
』
を
中
心
と
し
て

　
　
　
歴
史
物
か
ら
現
代
物
へ
の
移
行
の
時
期
に

　
　
　
お
げ
る
作
品
と
し
て
の
視
点
か
ら
　
　
　
熊

島
尾
敏
雄
『
死
の
辣
』
論
　
　
　
　
　
　
　
　
丸

「
或
る
女
」

　
　
　
葉
子
が
心
よ
く
思
わ
た
い
女
　
　
　
　
　
森

島
崎
藤
村
『
家
』
に
つ
い
て
の
考
察
　
　
　
　
　
村

小
林
秀
雄
論
　
初
期
作
品
に
お
げ
る
言
葉
へ
の
疑
い

　
　
　
亀
井
秀
雄
の
論
を
と
お
し
て
　
　
　
　
　
中

「
わ
れ
か
ら
」
論

　
　
　
く
愛
Ｖ
と
く
金
Ｖ
の
構
造
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

島
崎
藤
村
『
力
餅
』
論

　
　
　
そ
の
特
徴
と
意
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
西

林泉島室

由
美
子

美
　
保

一
　
美

め
ぐ
み

野
　
ゆ
か
り

野永田村村

由昌浩泰

美子樹子治

泰
　
子

田
　
喜
久
夫

川
端
康
成
「
千
羽
鶴
」
論

堀
辰
雄
「
菜
穂
子
」
論

「
に
ご
り
え
」
論

　
　
　
お
力
の
生
と
死
を
め
ぐ
っ
て

宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
論

中
原
中
也
論

　
　
　
中
也
の
詩
の
持
つ
意
味
と
独
自
性

「
虞
美
人
草
」
の
世
界

有
島
武
郎
の
「
思
想
の
絶
頂
」

荒
畑
寒
村
論

　
　
　
ハ
説
捗
態
の
変
化
に
つ
い
て

「
お
伽
草
紙
」
に
つ
い
て

『
桜
の
実
の
熟
す
る
時
』
論

六
六

野
川
嘉
代

小
田
村
　
博
　
正

岡寺

山田

千
々
和

堀
永
　
田

中吉池

嶋池上
孝
　
子

多
賀
子

吉
行
淳
之
介
の
文
体

　
　
　
『
砂
の
上
の
植
物
群
』
を
中
心
に

小
説
『
細
雪
』
に
お
げ
る
外
来
語

『
贋
作
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
を

　
中
心
と
し
た
内
田
百
閲
の
文
体

大
阪
府
に
お
げ
る
言
語
生
活
の
杜
会
的
研
究

焉土北

場井

一浩佳

新郎子勝透嗣

ま
さ
代

い
く
子

尾
　
芳

美



　
　
　
　
　
若
い
世
代
の
使
用
語
彙
の
現
状
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
場

　
　
高
知
県
宿
毛
市
沖
の
島
町
母
島
の

　
　
　
あ
い
さ
つ
表
現
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
助
　
村

　
　
赤
穂
浪
士
事
件
劇
化
の
成
立
過
程
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
『
碁
盤
太
平
記
』
を
め
く
っ
て
　
　
　
　
早
　
川

昭
和
六
〇
年
度
修
了
生
修
士
論
文
題
目

　
　
古
事
記
神
話
考

　
　
　
　
　
伝
承
史
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
地

　
　
竹
取
物
語
論

　
　
　
　
　
伝
承
史
的
方
法
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
斑
竹
姑
娘
と
の
比
較
研
究
　
　
　
　
　
卓

　
　
延
慶
本
平
家
物
語
に
。
お
け
る
先
行
書
承
伝
承
引
用
の
方
法

　
　
　
　
　
故
事
・
縁
起
文
を
め
く
っ
て
　
　
　
　
　
岩
　
名

　
　
谷
崎
潤
一
郎
「
少
将
滋
幹
の
母
」
論
　
　
　
　
　
風
呂
本

　
　
一
字
漢
語
に
つ
い
て
の
語
彙
論
的
考
察
　
　
　
　
大
　
島

　
　
現
代
日
本
語
の
条
件
表
現

　
　
　
　
　
ハ
ー
ト
・
タ
ラ
を
中
心
に
　
　
　
福
西

尚
　
子

　
　
隆

久
美
子

正
　
司

淑
卿
．

紀
　
彦

　
　
薫

中
　
正

弘
　
美

室
町
末
期
の
漢
語
彩
容
詞
に
関
す
る
一
考
察

『
雨
月
物
語
』
に
於
げ
る
中
国
文
学
の
影
響

　
　
　
「
菊
花
の
約
」
「
夢
応
の
鯉
魚
」

　
　
　
　
「
蛇
性
の
淫
」
を
め
ぐ
っ
て

穐李

六
七

田

涼国

子勝




